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サンデックス-バラスト軌道床版防水工法  
カチオン性ゴムアスファルト流入型防水工法 

① 概 要 従来従来の営業線における鉄道高架橋、および橋梁などのコンクリート床版の

防水対策は、床版上のバラストを一時取り除き、床版に防水シートを敷設した

後、再びバラストを埋め戻すという工程を取っていました。それらの作業は、列

車を運行しない時間帯に行わなければならず、工事に必要な時間や費用等の問題

でも大変困難な状況でした。しかし、「サンデックス工法」では、バラストを除

去せずにバラストの上からカチオン性ゴムアスファルトを流入し、防水層を形成

させることを可能にしました。 

そのため短期施工が可能となり、効率的・経済的に防水施工が出来るようにな

りました。  

② 特 長 

③ 標準施工断面図 
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他の市販品（－）の場合 

１．流入されたサンデックスは、バラストやシルト層を通過して浸透拡散し、床

版に防水層を形成します。その際、バラストの隙間でサンデックスが凝固し

ても、バラストの機能を損なうことはありません。。 

２．湿潤・湛水状態でも施工可能で、乾燥状態と同様に防水層を形成します。そ

のため床版上の残留水分は、防水施工に影響することはありません。  

３．シート工法に見られる施工後の重ね部分や端末部からの漏水などの心配はあ

りません。   

 

※カチオンの特性 

 コンクリート表面などはマイナスに荷電しているため、プラスに荷電している

サンデックスが接すると即座に付着・誘着します。その後、時間とともにゲル

化、乾燥して防水機能を発揮します。 
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サンデックス－バラスト軌道床板防水工法 

④ 標 準 施 工 フ ロ ー チ ャ ー ト  

構造物の現状、周囲の環境、シルトの粒度分布を調査します 。  

 

 

 

流出するおそれのある排水ドレン、接合部等の処置をします  

 

 

 

バラスト止め壁体部近傍のバラストを除去し、立ち上がり部及び天端部並び

に立ち上がり部に続く床版上面を、浸透プライマー材（サンデックスＰ－１

２０Ｊ７倍稀釈液)を塗布した後、塗布型防水材（サンデックスＳ－５００

Ｊ）で塗布し防水層を形成します 。 

使用材料 サンデックスＰ－１２０Ｊ(７倍稀釈液) 

 （サンデックスＰ－１２０Ｊ：清水＝１：６） 

標準使用量 ０.２㎏/㎡（７倍希釈液） 

使用器具 左官刷毛・ローラー等 

工程間隔 表面吸水直後～  

使用材料  サンデックスＳ－５００Ｊ 

標準使用量 １㎏/㎡ 

使用器具  ゴムレーキ・ゴムベラ・ゴムコテ等 

工程間隔  １８時間以上（２０℃） 

※立ち上がり面、勾配の急な箇所で一度に所定量を塗布できない場合、数回

に分けて施工してください。  

※増粘剤として、サンデックスＳ－５００Ｊ増粘剤を準備しております。 

サンデックスＳ－５００Ｊ:１５㎏に対して、０～０.１８㎏の範囲内でご使

用ください。 

 

 

流入ガイドパイプを埋め込み位置に、マーキングを行います 。 

 

 

 

流入用タンクからサンデックスＰ－１２０Ｊ(７倍稀釈液)を流入します。 

使用材料 サンデックスＰ－１２０Ｊ(７倍稀釈液) 

標準使用量 ４㎏/㎡（２㎏×２回） 

使用器具 サンデックス流入機具 

工程間隔 ２回目流入まで３０分以上（２０℃） 

 次工程の主材流入まで１８時間以上（２０℃） 

 

 

サンデックスＰ－１２０Ｊパウダー(２㎏/袋)を、サンデックスＰ－１２０Ｊ

(１８㎏/缶 )に投入して、十分に練り混ぜた主材を流入用タンクから流入し

ます。 

使用材料 サンデックスＰ－１２０Ｊ 

 サンデックスＰ－１２０Ｊパウダー 

標準使用量 ６㎏/㎡（３㎏×２回） 

使用器具 サンデックス流入機具 

工程間隔 ２回目流入まで３０分以上（２０℃） 

養  生 

バラスト止め部塗布 

現場調査 

流入位置マーキング 

主材流入 

後片付け・完了 

浸透プライマー材流入 


